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●本日の司会        （山中 秀一 SAA） 
 

 
 

●開会点鐘         （田畑 勝久会長） 
 
 

●国歌・ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 
 
 

●幹事報告         （岡野 和弘幹事） 
 

9 月 27 日（金）18 時半より出

席委員会の炉辺会議が「翠凰楼」

にて開催されました。例会開会前

の受付対応等についての協議が

行われました。 

 
 
 

 
 

●卓話「年男、年女 大いに語る 2024 年」 
 

田畑 勝久会長 

こんばんは。48 歳の時にもこれ

をやったのですが、どんなことを

話したのか思い出せませんでし

た。山中さんがおっしゃった通り、

「名前で勝つ」というのは、東京

オリンピックで日本が久しく勝

つために、逆につけて「勝久」に

なったようです。 

私は 1964 年 9 月 4 日生まれ、鹿児島県の徳之島出身で

す。幼少期、親の都合で東京に出てきて、三鷹市の牟礼と

いうところに 14 歳まで住んでいました。特別な高級住宅

ではありませんが、昔の漫才師、山遊亭小遊の息子と一緒

に野球をしていたことが思い出です。 

10 歳の時、父親が癌で亡くなり、三鷹から青梅に引っ

越しました。母親は食品会社で夜 9 時頃まで残業し、給

料は12〜13万円くらいしかもらっていなかったと思いま

す。裕福どころか貧乏のどん底でしたが、おふくろの頑張

りがあって今の自分があると思っています。家族構成は、

妻が 56 歳、長男が 33 歳、次男が 26 歳です。長男は結婚

して現在、牛久市に住んでいます。星野初代会長にも言わ

れましたが、トンビが鷹を産むとはこのことだな、と笑い

ながら話していました。長男は学校の先生をしています。

小学校の頃から「勉強する時間があったら野球の素振り

をしろ」と言っていたのに、なぜか成績が良く、高校時代

には家業を継がないと決めました。次男は小学校の頃か

ら家業を継ぐつもりだったようです。 

26 歳で有限会社新青梅防水工業を立ち上げました。最

初は若造で全く仕事が取れませんでしたが、星野初代会

長や扶桑管理の青木社長との出会いで徐々に仕事をいた

だけるようになり、人生が変わりました。ロータリーや北

島三郎さんの講演会、自衛隊の講演会、出羽の海部屋の講

演会など、普通の人では経験できないようなことをやり、

60 歳になった今、すごいことをやってきたなと感じます。 

北島三郎さんの八王子の屋根を施工させていただき、

最後の検査の時に北島先生が「田畑君が良いと思えば、良

いんだよ」と言ってくださった時は、本当に感動しました。

先生のお弟子さんとは飲みに行ったりして、北島ファン

のお店に連れて行くと、ママが感動で泣いてしまいまし

た。 

先月 4 日に 60 歳を迎えました。65 歳で徳之島に帰り、

息子に仕事を譲ろうと思っていましたが、やはり 72 歳ま

ではこの仲間たちと一緒にいたいと思っています。体が

続く限り仕事を続け、会社は 5 年後に息子に渡すつもり

です。今後は掃除や配達など、色々なことを考えています。 

孫は今 1 人います。鈴木パスト会長が「孫は最高に可愛

い」とよく言っていましたが、本当にその通りで、責任感

がないせいか、もう可愛くて仕方ありません。 

ロータリークラブに入った時は、妻に車で駅まで送っ

てもらい、例会には行かずそのまま焼き鳥屋で一杯飲ん

でから帰ることもありました。まさか自分が会長になる

なんて思ってもいませんでした。人生何が起こるか分か

りませんが、これからも自分のできる範囲でクラブを発

展させていきたいと思いますので、皆様のご協力をよろ

しくお願いします。 

  

2024 年（令和 6年）10月 2 日（水） 

第 1644回例会報告 



岩本 勝宏会長エレクト 

皆様、こんばんは。今日は少し

緊張していますが、私が話をさせ

ていただくのはこれが初めてで

す。今から少し汗をかいている状

態ですが、しばらくお付き合いの

ほどよろしくお願いいたします。 

私も田畑会長と同じく、今年の

8 月末で 60 歳になりました。本当

にあっという間でした。高校を卒業してからずっと建物

を壊してきて、気が付いたらもう 60年が経っていました。

振り返ると、家を壊すことしかしていなかったのかなと

いう気がします。子供の頃、60 歳というのは立派な大人

で、おじいさんのようなイメージを持っていましたが、自

分が 60 歳になってみると、確かに少し老けましたが、中

身は全然成長していない気がします。ただ家を壊してい

ただけだったのかな、と最近つくづく思います。 

これから新しいことを始めるのは難しいかもしれませ

んが、次年度はしっかりやらせていただきます。何を話そ

うかと考えたのですが、特に趣味もなく何もしていない

男なので、ロータリークラブに入ってからの思い出話を

少しさせていただきます。 

クラブに入って 4 年目、渡邉会長の時に初めて青少年

委員長を仰せつかりました。その時、車椅子を送る補助金

の申請を遅れてしまい、補助金がもらえなかったことが

ありました。ゴールデンウィーク中に書類を揃えて申請

しようと思っていたら、4 月半ば過ぎに「申請は終わりま

したよ」と連絡を受け、真っ青になりました。最悪の場合、

自腹で補うしかないと覚悟していましたが、星野初代会

長が助け船を出してくださり、皆様のご協力もあって無

事にタイに車椅子を送ることができました。今でもあの

時のことには本当に感謝しています。また、その年のクリ

スマス例会では、若杉親睦委員長が「手作りでやるよ」と

言い、外部から誰も呼ばずに会員全員で演出するという

企画をやりました。マスコデラックスに扮したワカスギ

委員長と、サブ司会を務めた鈴木さんがとても印象的で

した。私はマスオさんの役をやったのですが、会場から

「そのまんまじゃねぇか！」と野次られ、恥ずかしい思い

をしました。その後、犀川さん扮するセーラームーンに

「月に代わってお仕置きされる」という役までやらされ、

終わった後はもう疲れ果てて食事も喉を通りませんでし

た。いい思い出ですが、次は座ってゆっくり見たいです。 

私は平成 25 年 3 月に柴田会長の時に入会しましたが、

入会してすぐ親睦旅行で宮城県に行き、佐々木先生と二

人部屋で泊まることになりました。初めてのことでとて

も緊張しましたが、先生にはとても優しくしていただき

ました。このクラブに入って 12 年目になりますが、ここ

で多くの方と知り合い、いろいろなことを教わりながら、

自分が少し成長できたのではないかと感じています。特

に若い会員の皆さんには、これからも継続して活動を続

けてほしいです。来年は「辞める」なんて言わず、引き続

き一緒に頑張っていきましょう。 

●ニコニコ BOX     （桜井 慶太親睦委員） 
 

○田畑会長 

岩もっちゃん、まだまだがんばろ

う。 

 

○中澤会員 

田畑さん、岩本さん大好きです。 
 
 

・岡野幹事 

田畑会長、岩本会長エレクト、還暦おめでとうございます。

本日は卓話ありがとうございました。 

 

・水田会員 

田畑会長、岩本会長エレクト卓話ありがとうございまし

た。 

8 月 24 日（くじら祭）分 

◎東京福生ロータリークラブ 米持明子様 

 
 

●出席報告       （髙田 啓太出席委員） 
 

 
 

会員数 54 名 

 

出席義務会員 53 名 

 

本日の出席 35 名 

 
 
 

●委員会報告        （岡野 和弘幹事） 
 

9 月 30 日（月）RI 第 2750 地区第 92 回多摩中グループ

親睦ゴルフ大会が「小金井カントリー俱楽部」にて開催さ

れました。ホストクラブは井の頭 RC で、同 RC の相澤会

長をはじめ同 RC の会員が総出で大会の運営にあたって

いました。竹内ガバナー補佐は貸し切りで大会を開催し

たいとの意向で、当日の参加者数は 105 名で貸し切りが

実現しました。当クラブからは指田会、石岡純会員、水田

会員、磯野会員、塚田会員、宮下会員と幹事の私の 7 名で

参加しました。桜井会員も参加予定でしたが体調不良で

残念ながら不参加でした。結果としては上位 10 位以内で

表彰された会員はなく、クラブ同士の団体戦でも当クラ

ブは上位 3 位以内に入れなかったのですが、参加した会

員は全員楽しくゴルフを通じて親睦を深めました。 

 
 

●次週例会予定 （重森 元樹プログラム委員長） 
 
 

10 月 9 日（水） 

「卓話」 

一般社団法人 

昭島観光まちづくり協会 

事務局長 堀井真理子様 

 
 

 

●閉会点鐘         （田畑 勝久会長）
 


